










Jewels --- their everlasting 
brilliance always attract us.  
A frozen land "Antarctica" 
is a source of various gem 
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INFORMATION
太田昌秀（おおた　よしひで）
1933年、長野県まれ。1960年代に南極の岩石と出会い、
この研究をきっかけにオスロ大学に留学。ノルウェー での
生活が日本より長くなった。
　南極へ6回、北極圏へ35回、2002年からはロシアの原
子力砕氷船で北極点へ講師として6回行った。
　1973年には北大山岳部と一緒にヒマラヤの研究で秩父
宮山岳科学賞を、2009年には極地の地学研究で日本人初
の日本地質学会国際賞を受賞。現在はノルウェー 極地研
究所嘱託上級研究員としてオスロ在住。
Profile
私の最初の南極　
表紙：菅沼知行さんがデザインしたアクアマリンのリング。同じ仲間の鉱物が南極でも見つかっている。©菅沼知行
　私の最初の南極調査は南極半島と東南極を
繋ぐエルスワ－ス山脈で、アムンセンと共に北
極点を飛んだリンカーン・エルスワ－スが1935
年に空から発見し、1961～64年にミネソタ大探
検隊が初踏査した所であった。この山脈の北部
には南極最高峰ヴィンソン・マッシフ（高度4892
メー トル）があり、1966年に初登頂された。
　1974年7～8月、私は極北のスピッツベルゲ
ンを調査し、9月に胆嚢摘出手術をうけ、10月に
抜糸して11月1日に南極へ出発した。医者から
は重いものを持つと傷が裂けると警告されてい
た。私たち4人はクライストチャー チで南極装備
に着がえ、マクマ ドー基地では3週間待たされ
た。そこには日本人研究者が3人滞在しておら
れ、彼らから小柳ルミ子と天地真理の歌謡曲
テープをコピ しーてもらい、その後2ヶ月のキャ
ンプ中に殆ど毎日鳴らしていたので、皆が曲を
覚えてしまった。髭もじゃのヴァイキングの末裔
の大男が、「瀬戸の花嫁」などを鼻歌で唄ってい
るのは珍妙な感じであった。その頃は、これらの
歌手に南極からファン・レターを書こうなどとい
う話もでていたが、何時の間にか忘れてしまっ
た。最近の衛星TVの歌謡番組で、すっかり貫
録がついたルミ子さんが昔の歌を唄ったりする
と、あの歌詞が自然に出てきて、エルスワ－ス
のキャンプが懐かしく思い出される。
　私たちのキャンプは、現在、観光飛行の滑走
路があるパトリオット・ヒルズの30キロほど北に
あり、晴れた日には遥か北にヴィンソン・マッシ
フが見えた。クリスマスの日には木箱を並べた
食卓に赤いポインセチア模様のテーブル・クロ
スが広げられ、奥様方お手製のケーキや家族か
らの贈物の包が開けられた。
　私たちが走り回った山 に々は、10年前のミネソ
タ隊のデポが残っていて、「コンバット」という野戦
用の乾燥食品が6人・10ヵ月分とドラム缶などが積
み上げられていた。その中に半分ほど中身が残っ
たウィスキーがあり、試飲してみると凍結と溶解を
繰り返したため水とアルコー ルが分離していた。お
土産にと橇に乗せて2時間ほど走って揺すったら、
結構な10年氷蔵熟成の特級酒になった。
　私たちのキャンプとマクマ ドー基地の間には
日付変更線があることを皆忘れていたので、予
期していた日の1日前に迎えの飛行機が来たの
には驚いた。大慌てで何もかもテントの中へ抛
り込み、飛行機の腹に押し上げて、大急ぎの撤
収になった。あの時私たちが残してきた食料な
どは、もうウェッデル海へ流れ出てペンギンの餌
になったであろう。
